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  〔 OAP要旨〕
　　　プロスタグランジンE1製剤リマプロストは
　　　腰部脊柱管狭窄の症状とABIを上昇させる
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　【はじめに】腰部脊柱管狭窄による神経根圧迫は間欠跛行，下肢痛，しびれを生じる。病態とし
て神経根への血流障害，それによる神経根の変性が考えられている。プロスタグランジンE1製剤
は一般に末梢動脈疾患（PAD）に用いられており，側副路の改善，発達により，症状の改善が得
られるが，主血管の数値であるankle-brachial index （ABI）は不変であるとされる。しかしながら，
腰部神経根の内部には感覚神経以外にも，交感神経や副交感神経が存在することが判明しており，
LSSによる神経根障害はその自律神経の障害を来し，支配下腿主血管のABIを減少させている可能
性がある。本研究の目的は，プロスタグランジンE1製剤リマプロストを使用することで，神経根
の血流改善が結果的に自律神経系の改善をもたらし，ABIが改善するか否かを検討することである。
　【対象】県内の多施設で同意の得られた49名のLSS患者を前向きに評価した。リマプロストを
15µg 1日 3回， 3か月間使用した。治療前，治療 3か月後の疼痛（腰痛，下肢痛 : visual analogue 
scale （VAS），JOA Back Pain Evaluation Questionnaire （JOABPEQ） を用いた），歩行距離，ABI
値を計測し，統計学的に検討を行った。
　【結果】VAS，JOABPEQを用いた腰痛，下肢痛，さらに，歩行距離はリマプロストを使用した
場合，治療前に比較して，治療 3か月後では有意に改善を認めていた（P＜0.05）。ABIも同様に治
療前に比較し治療によって有意に改善した（P＜0.05）。
　【考察】腰部脊柱管狭窄へのリマプロスト使用は有意に下肢ABIを増加させることが判明した。
これはPADによる治療効果（側副路の発達）とは異なるものと考えられた。仮説ではあるが，自
律神経（交感神経，副交感神経）を含む神経根自体への血流改善により下腿主血管を支配する自律
神経も賦活化した可能性がある。更なる機序解明には，今後さらなる検討が必要であると思われた。
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